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　江戸時代、駿府城の西の守りとして重要な役割を担っ
ていた田中城。田中城本丸跡にある西益津小学校では、
地域の誇りである田中城について、学んでいます。学校
前庭の百

ひゃく

寿
じゅ

園
えん

には、田中城のジオラマがあります。学校
の周辺には、史跡田中城下屋敷や二の堀もあります。
（学校の許可を得て、百寿園内で撮影しています。）歴史とともに生きる

百寿園と史跡田中城下屋敷、二の堀のコラージュ



▲秀吉が築き、東海道の一部となった宇津ノ谷峠越えの道

▲蔦の細道入口①

▲木和田川砂防堰
えん

堤
てい

⑥

▲蘿
ら

径
けい

記
き

碑④
文政13年（1830）、駿府代官・
羽
は

倉
ぐら

簡
かん

堂
どう

は、有名な蔦の細
道の荒廃を嘆き、その由来
を記した石碑を建立。蘿径
とは、蔦の道の意味。元字
は、幕末の書の名人、市

いち

河
かわ

米
べい

葊
あん

によるものです。もと
は、旧東海道沿いにありま
した。 

▲ひげ題
だい

目
もく

碑②
「南無妙法蓮華経」の文字が、ひげのように見える日蓮宗独特の書体で刻まれて
います。天保６年（1835）再建の石碑。峠を越える人馬の安全や天下泰平を祈願
したもの。

大正トンネル 明治宇津ノ谷隧道

国
道
１
号

ひげ題目

坂下地蔵堂

蘿径記碑 木和田川砂防堰堤
至藤枝市街

猫石

至静岡

旧東海道

蔦
の
細
道

❶
❹

❺

❷
❸

❻

蔦
の
細
道

つたの細道公園

▲明治宇津ノ谷隧
ずい

道
どう

⑤

▲岡部十
とお

団
だん

子
ご

十団子は、古くから宇津ノ谷峠 
の名物として有名で、「東

とう

海
かい

道
どう

中
ちゅう

膝
ひざ

栗
くり

毛
げ

」にも登場します。厄
除け・家内安全のお守り。坂下
地蔵堂の縁日にも供えられます。

▲猫石③
江戸時代の旅行記「東海道名所
図
ず

会
え

」や浮世絵、歌舞伎などに
登場する猫石。蔦の細道を岡部
側からしばらく登ったところに
現存しています。 
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新
し
い
藤
枝
市
が

誕
生
し
て
１
年
。

藤
枝
市
に
は
、

藤
枝
宿
と
岡
部
宿
、

二
つ
の
宿
場
が
あ
り
ま
し
た
。

東
海
道
は
江
戸
時
代
か
ら
、

参
勤
交
代
の
大
名
行
列
や

伊
勢
参
り
を
す
る
旅
人
な
ど
が
往
来
す
る

東
西
交
通
の
幹
線
で
し
た
。

宇
津
ノ
谷
峠
や
大
井
川
と
い
っ
た

旅
の
難
所
が
あ
り
な
が
ら
も

藤
枝
宿
と
岡
部
宿
は

た
く
さ
ん
の
旅
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

宿
場
を
中
心
と
し
て
栄
え
た

歴
史
を
た
ど
り
ま
す
。

二つの宿場があったまち
藤枝宿と岡部宿

　

宇
津
ノ
谷
峠
と
い
え
ば
蔦つ

た

の
細
道
が

有
名
で
す
が
、
蔦
の
細
道
は
戦
国
時
代

ま
で
の
峠
越
え
の
道
。
豊
臣
秀
吉
が
天

正
18
年
（
１
５
９
０
）、
小
田
原
の
北

条
氏
政
・
氏
直
親
子
を
攻
め
る
と
き
に
、

蔦
の
細
道
で
は
大
量
の
人
馬
の
通
行
が

難
し
い
の
で
、
新
た
に
道
を
整
備
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
は
東
海

道
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
秀

吉
が
築
い
た
道
が
、
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

国
指
定
の
史
跡
は
、「
志し

太だ

郡ぐ
ん

衙が

跡
」

に
続
き
、
市
内
で
２
件
目
。
指
定
さ
れ

る
の
は
、
藤
枝
市
側
の
約
３
６
０
メ
ー

ト
ル
の
道
と
静
岡
市
側
の
約
３
５
０

メ
ー
ト
ル
の
道
な
ど
で
す
。

峠
越
え
の
道
が
国
史
跡
に

　

岡
部
宿
へ
の
東
の
入
口
、
宇う

津つ

ノの

谷や

峠と
う
げ

。
東
海
道
五
十
三
次
を
題
材
と
し
た

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
岡
部
宿
の
浮
世
絵
に
は
、
宇
津

ノ
谷
峠
が
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
岡

部
宿
と
い
え
ば
、
宇
津
ノ
谷
の
峠
越
え

を
連
想
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
宇

津
ノ
谷
峠
に
は
、
猫
石
に
ま
つ
わ
る
言

い
伝
え
が
あ
り
、
岡
部
宿
を
描
い
た
浮

世
絵
の
中
に
は
、
化
け
猫
が
描
か
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
宇
津
ノ
谷
峠

は
、
山
賊
や
鬼
、
妖
怪
な
ど
が
出
る
恐

ろ
し
い
と
こ
ろ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
う
っ
そ
う
と
し
た

木
々
が
生
い
茂
り
、
薄
暗
い
道
を
通
る

峠
越
え
は
、
当
時
の
旅
人
に
と
っ
て
は
、

体
力
的
に
も
、
心
理
的
に
も
難
所
だ
っ

江
戸
時
代
の
旅
の
難
所

た
の
で
し
ょ
う
。

途絶えかけた古道

　蔦の細道は、宇津ノ谷峠越えの道の中でもっ
とも古い道といわれています。平安時代から室
町時代にかけての主要道です。伊勢物語に『駿
河なる宇津の山辺のうつつにも夢にも人にあは
ぬなりけり』と詠まれ、全国的に知られるよう
になります。
　戦国時代、蔦の細道の西側に、新しい道が整
備されると、そちらが主要道となりました。江
戸時代には、蔦の細道は人の往来がほとんど途
絶えてしまったといわれています。
　現在、蔦の細道周辺はハイキングコースとし
て整備されています。周囲には、国登録有形文
化財の明治宇津ノ谷隧

ずい

道
どう

や木和田川砂防堰
えん

堤
てい

・
流路工、つたの細道公園などがあり、自然を楽
しみながら歴史ある古道を歩くことができます。



宇
津
ノ
谷
峠
を
越
え
て
、
ひ
と
息

岡
部
宿

　

岡
部
宿
が
宿
駅
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、

慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）。
近
隣
の
藤

枝
宿
や
島
田
宿
の
設
置
か
ら
遅
れ
る
こ

と
１
年
。
参
勤
交
代
の
制
度
が
整
い
、

通
行
人
が
増
え
る
と
、
隣
接
す
る
内う

つ

谷た
に

村
も
宿
場
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡
部
宿
に
は
、
人
足
や
馬
を
提
供
し

て
荷
物
の
継
ぎ
送
り
を
行
う
問と

い

屋や

場ば

、

大
名
な
ど
が
泊
ま
る
本
陣
、
旅
人
が
泊

ま
る
旅は

た

ご籠
、
生
活
に
必
要
な
品
々
を
扱

う
商
家
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
の
岡
部
宿
の

人
口
は
、２
３
２
２
人
、家
数
は
４
８
７

軒
。
27
軒
の
旅
籠
と
、
２
軒
の
本
陣
、

２
軒
の
脇
本
陣
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
岡
部
地
区
に
は
、
大お

お

旅は
た

籠ご

柏か
し
ば

屋や

や
、
内う

ち

野の

本ほ
ん

陣じ
ん

跡
の
ほ
か
、
宿
場
町
の

名
残
を
と
ど
め
た
家
並
み
が
残
り
、
江

戸
時
代
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

　

岡
部
宿
の
代
表
的
な
旅
籠
で
あ
る
柏

屋
は
、
そ
の
規
模
か
ら
大
旅
籠
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
大
火
で
２
度
焼
失
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
都
度
再
建
さ
れ
、
現
存

す
る
建
物
は
、
天
保
７
年
（
１
８
３

６
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
２
階
建
て

で
、
中
２
階
も
あ
り
ま
す
。
１
階
に
あ

る
も
っ
と
も
上
等
な
客
間
に
は
、
床と

こ
の
ま間

、

違
棚
、
付
書
院
な
ど
も
備
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

本
陣
は
、
大
名
や
幕
府
の
役
人
な
ど

が
宿
泊
・
休
憩
す
る
た
め
の
施
設
。
岡

部
宿
に
あ
っ
た
２
軒
の
本
陣
の
う
ち
、

内
野
本
陣
は
敷
地
が
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま

残
っ
て
い
ま
す
。
跡
地
に
は
、
井
戸
や

稲
荷
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
内
野

本
陣
跡
は
、
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

　

も
う
一
軒
の
仁
藤
本
陣
に
泊
ま
っ
た
、

若
か
り
し
日
の
、
徳
川
吉
宗
（
８
代
将

軍
）
の
名
前
を
書
い
て
本
陣
前
に
掲
げ

た
関せ

き

札ふ
だ

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宿
場
に
は
、
幕
府
や
藩
が
禁
じ
た
事

柄
や
決
ま
り
ご
と
、
罪
人
の
罪
状
や
人

相
を
人
々
に
知
ら
せ
る
た
め
、
高こ

う

札さ
つ

場ば

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
人
た

ち
に
よ
く
見
え
る
よ
う
に
、
木
の
板
に

書
い
て
、
高
く
掲
示
。
当
時
、
す
べ
て

の
人
た
ち
が
字
を
読
め
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
年
に
２
回
は
宿
場
の
人
た
ち

を
集
め
て
、
読
み
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
東
海
道
の
整
備
と
と
も

に
、
街
道
に
は
松
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

松
並
木
は
、
日
差
し
や
風
よ
け
、
旅
人

の
休
息
の
場
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旅
の
道
し
る
べ
と
し
て
、
江

戸
の
日
本
橋
を
起
点
に
、
一
里
（
約
４

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ご
と
に
一
里
塚
も
造

ら
れ
ま
し
た
。

宇津ノ谷峠

藤枝宿

大
旅
籠
柏
屋

十
石
坂

　観
音
堂

東
木
戸

西
木
戸

内
野
本
陣

仁
藤
本
陣

岡
部
支
所

岡部川

旧東海道
高
札
場

五
智
如
来
公
園
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一
年
遅
れ
の
宿
場
設
置

江
戸
時
代
の
面
影
残
る

旅
人
た
ち
の
休
息
の
場

代には、細工の仕
方も一層工夫され、
花かごや盆、菓子
箱などが、海外に
輸出されるほどの
名産品として盛ん
に作られました。

しだ細工
　しだ細工は、江戸時代末期の嘉永年間
に、内谷村の杉山清十郎が始めたといわ
れています。しだの茎を細工して、短冊
掛けや色紙掛け、衣

え

紋
もん

掛
か

け、灰吹き盆（た
ばこ盆）などを作ったところ、評判がよく、
江戸でも人気があったそうです。明治時

灰吹き盆

▲

▲歌川広重画　東海道五十三次之内　岡部　宇津之山

▲旅人たちの食事が作られた柏屋の台所。当時のまま再現されている。

▲今も残る松並木。地元では、岡部松原と呼ばれて親しまれている。

▲歌川重宣画　東海道五十三次　岡部

▲歌川広重画　東海道五十三次之内　岡部

▲渓斎英泉画　岡部宿▲葛飾北斎画　岡部宿
▲岡部宿から丸子宿・藤枝宿までの運搬料を知ら
せる高

こう

札
さつ

。

▲川原町に残る常夜灯。

▲江戸時代の宿場町の面影が色濃く残る大旅籠柏屋。

▲井戸や稲
い な り

荷などが残る内野本陣跡。

▲

松
平
主ち

か
ら
の
か
み

税
頭
（
後
の
徳
川
吉
宗
） 

の
名
前
が
書
か
れ
た
関せ

き

札ふ
だ

。
漆
塗
り
の

木
箱
も
残
る
。

▲

歌
川
芳
盛
画　

東
海
道
之
内　

岡
部　

宇
津
之
山

掟
を
知
ら
せ
る
高
札
場
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た
く
さ
ん
の

人
と
馬
が

行
き
交
っ
た

藤
枝
宿

▲浮世絵や旅行記にも登場する烏
え

帽
ぼ

子
し

山。▲昭和30年代の田中城跡と市街地。江戸時代の様子をうかがい知ることができる。

歌川芳虎画　東海道藤枝

▲

▲歌川広重画　東海道五十三次　藤枝

▲瀬戸の一里塚跡付近の松並木

▲葛飾北斎画　藤枝瀬戸染飯風景

▲歌川広重画　東海道五十三次之内　藤枝

瀬戸染飯茶屋

一里塚

千貫堤

烏帽子山

木
町

高
札
場

問
屋
場

青
島
本
陣

番
所

西
木
戸

村
松
本
陣

問
屋
場

田
中
城

大
手
口
木
戸

番
所

至瀬戸谷

至田中城

瀬
戸
川

岡部宿

島田宿 東
木
戸

吹屋町
鍛冶町

長楽寺町 白子町 下伝馬町 左車町

川原町
上伝馬町

▲歌川広重画　藤枝　瀬戸川徒
か

歩
ち

渡り

▲歌川国貞画　東海道五十三次之内　藤枝之図

藤
枝
宿
と
岡
部
宿
。

二
つ
の
宿
場
が
あ
っ
た
ま
ち
。

そ
れ
が
、
藤
枝
市
で
す
。

　

慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）
に
宿
駅
に

指
定
さ
れ
た
藤
枝
宿
の
特
徴
は
、
街
道

筋
に
並
ぶ
９
つ
の
町
で
宿
場
を
形
成
し

て
い
た
こ
と
で
す
。
東
側
か
ら
左
車
町
、

下
伝
馬
町
、
白
子
町
、
長
楽
寺
町
、
街

道
の
北
側
と
南
側
に
吹
屋
町
と
鍛か

冶じ

町
、

上
伝
馬
町
、
木
町
、
川
原
町
の
９
つ
の

町
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
の
藤
枝
宿

の
人
口
は
、
４
４
２
５
人
、
家
数
で
は

１
０
６
１
軒
。
藤
枝
宿
に
は
、
41
軒
の

旅
籠
と
２
軒
の
本
陣
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宿
場
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
が
伝
馬

を
行
う
こ
と
。
宿
場
に
は
、
馬
と
人
足

を
常
に
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
隣

の
宿
場
ま
で
荷
物
の
引
き
継
ぎ
を
行
う

た
め
の
問
屋
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

戦
国
時
代
に
小
川
孫
三
が
徳
川
家
康
の

危
機
を
救
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
に
孫
三

が
移
り
住
ん
だ
白
子
町
は
、
こ
の
伝
馬

役
な
ど
が
免
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

歌
川
広
重
の
東
海
道
五
十
三
次
の
浮

世
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
藤
枝
宿
の
問

屋
場
は
、
２
つ
。
上
伝
馬
の
問
屋
場
で

は
京
都
か
ら
江
戸
へ
向
か
う
下
り
の
荷

物
を
、
下
伝
馬
の
問
屋
場
で
は
江
戸
か

ら
京
都
に
向
か
う
上
り
の
荷
物
を
分
担

し
て
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
日
た
く
さ

ん
の
人
と
馬
、
荷
物
が
行
き
交
い
、
大

変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

藤
枝
は
、
田
中
城
の
城
下
町
で
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
宿
場
の
東
西

の
入
口
の
他
に
も
田
中
城
へ
続
く
道
に

は
、
木
戸
と
番
所
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
東
側
の
木
戸
は
成
田
山
新
護
寺
の

付
近
に
、
西
側
の
木
戸
は
瀬
戸
川
の
東

に
あ
り
ま
し
た
。
藤
枝
宿
に
は
、
刀
鍛

冶
・
柄つ

か

巻ま
き

屋や

な
ど
武
士
を
相
手
に
し
た

店
な
ど
も
軒
を
連
ね
て
い
て
、
城
下
町

の
風
情
も
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
鍛
治
町

の
刀
鍛
冶
は
、代
々
、源
重
信
と
名
乗
っ

て
い
ま
し
た
。
幕
末
の
こ
ろ
ま
で
刀
を

鍛
え
て
い
た
技
術
は
、
明
治
時
代
以
降
、

藤
枝
刃
物
と
呼
ば
れ
、
主
に
水
産
加
工

の
包
丁
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
瀬
戸
川
は
橋
を
架
け
る

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
旅
人

た
ち
は
、
水
量
が
少
な
け
れ
ば
自
分
で

歩
い
て
川
越
し（
徒か

ち歩
渡
り
）を
し
ま
し

た
。
水
か
さ
が
増
す
時
期
に
は
、
川か

わ

越ご
し

人に
ん

足そ
く

の
肩
に
の
っ
て
川
を
渡
り
ま
し
た
。

　

藤
枝
宿
と
島
田
宿
の
間
の
瀬
戸
に
は
、

染そ
め

飯い
い

を
売
る
茶
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
瀬

戸
の
染
飯
は
、
ク
チ
ナ
シ
の
実
で
黄
色

に
染
め
た
、
小
判
形
や
烏え

帽ぼ

子し

山
に
似

せ
た
三
角
形
の
食
べ
物
。
保
存
が
き
き
、

足
腰
の
疲
れ
が
と
れ
る
と
、
旅
の
名
物

と
し
て
有
名
で
し
た
。

宿
場
は
９
つ
の
町
か
ら

人
と
荷
物
が
行
き
交
う

城
下
町
と
し
て
の
顔
も

徒
歩
で
渡
っ
た
瀬
戸
川

▲

蓮
生
寺
入
口

▲

勝
草
橋
西
側

▲

郡
一
丁
目

▲

本
町
二
丁
目

常夜灯は道しるべ

　常夜灯は、照明や道しるべとしての機
能を持ち、住民が毎晩当番で火をともし
ていました。また、防火の神である秋葉
山信仰を起源とする、秋葉燈籠と呼ばれ
る常夜灯も造られました。市内には、現
在も木造りや石造りなど、姿、形、大きさ
など、さまざまな常夜灯が残っています。
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情報 ファイル
藤枝市役所

〠426-8722　藤枝市岡出山一丁目11番１号
☎643･3111　　643･3604

　info＠city.fujieda.shizuoka. jp
※ホームページアドレスの「http://」は省略しています。

FAX

ところ／㈱システムイン吉野（田沼2-20-22）　定員／各講座15人（抽選）
申し込み／１月20日㈬までに、往復ハガキまたはEメールに希望する講座№・住所・氏名・年齢・性別・電話番号・勤務先・
具体的なパソコン経験を記入し、〒426-8722市内岡出山1-11-1商業観光課へ
※講座№１・２は、求職者・在職者でパソコン技術の習得が必要な人のための講座です。

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く
で
は
、
年
に
一

度
、
臨
時
休
館
し
、
館
内
設
備
の
点

検
・
修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ
ん
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
期
間
／
１
月
18
日
㈪
〜

20
日
㈬

問
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く

☎
６
３
９
・
１
１
２
６

▼
対
象
／
看
護
職
の
免
許
を
持
っ
て

い
て
、
現
在
、
就
業
し
て
い
な
い
人 

▼
と
き
／
２
月
３
日
㈬
〜
５
日
㈮ 

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
／
県
看
護
協
会
会
館
（
静

岡
市
駿
河
区
）　

▼
内
容
／
看
護
の

魅
力
、
最
近
の
看
護
の
動
向
や
基
礎

技
術
（
講
義
と
実
技
）　

▼
定
員
／

20
人
（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／
無

料　

▼
申
し
込
み
／
１
月
26
日
㈫
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

▼
と
き
／
１
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
23

日
㈯
・
24
日
㈰
・
30
日
㈯
・
31
日
㈰ 

い
ず
れ
も
午
後
３
時
開
演　

▼
と
こ

ろ
／
静
岡
芸
術
劇
場
（
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
内
）　

▼
料
金
／
４
千
円
（
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
…
７
千
円
、
大
学
生
・

専
門
学
生
…
２
千
円
、
高
校
生
以 

下
…
千
円
）

問
㈶
静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー

☎
２
０
２
・
３
３
９
９

メ
ー
ル
で
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ

☎
２
０
２
・
１
７
６
１

２
０
２
・
１
７
６
２

shizuoka@
nurse-center.net

人口:145,212人
（前月比：＋38人）
世帯数:51,723世帯
（前月比：＋40世帯）

男
71,198人

女
74,014人

平成21年
12月1日現在

勤労者のためのパソコン講座
問商業観光課　内線465　 sho-kan@city.fujieda.shizuoka.jp

市
民
冬
季
水
泳
大
会

家
族
介
護
教
室

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
市
内
の

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
い
る

人　

▼
と
き
／
２
月
７
日
㈰
午
前
８

時
30
分
開
場　

▼
と
こ
ろ
／
大
洲
温

水
プ
ー
ル　

▼
部
門
／
幼
児
、
小

学
生
、
中
・
高
生
、
一
般
の
各
部 

▼
参
加
料
／
１
種
目
４
０
０
円
（
リ

レ
ー
は
５
０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
／ 

１
月
22
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
、
大

洲
温
水
プ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料

を
添
え
て
、
直
接
、
大
洲
温
水
プ
ー

ル
へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
洲
温
水
プ
ー
ル

☎
６
３
６
・
８
８
９
９

▼
と
き
／
２
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
稲
葉

公
民
館　

▼
内
容
／
避
難
所
生
活
！

私
に
で
き
る
こ
と　

〜
災
害
時
高
齢

者
生
活
支
援
講
習
会
〜　

▼
定
員
／

20
人
（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／
無

料　

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
ズ
藤
枝
（
鈴
木
宛
）
へ

☎
６
３
９
・
１
２
１
２

青
島
南
公
民
館「
南
風
展
」

親
子
遊
び　

０
歳

こ
こ
ろ
の
病
講
座

大
旅
籠
柏
屋「
新
春
遊
楽
会
」

▼
と
き
／
１
月
30
日
㈯
午
後
１
時
〜

５
時
、
31
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
３

時　

▼
と
こ
ろ
／
青
島
南
公
民
館 

▼
内
容
／
公
民
館
講
座
生
や
自
主
グ

ル
ー
プ
の
作
品
展
（
油
絵
、
水
彩

画
、
ち
ぎ
り
絵
、
つ
る
し
雛び

な　

な
ど
）、

甘
酒
サ
ー
ビ
ス
、
手
作
り
パ
ン
な
ど

の
販
売
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

問
青
島
南
公
民
館

☎
６
３
６
・
３
７
６
５

▼
対
象
／
平
成
21
年
４
月
〜
９
月
生

ま
れ
の
子
と
そ
の
親　

▼
と
き
／
３

月
10
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時　

▼
と

こ
ろ
／
青
島
北
公
民
館　

▼
定
員
／

30
組
（
申
込
順
）　

▼
申
し
込
み
／

２
月
１
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
く
る
る
ん

（
前
島
保
育
園
内
）
へ

☎
６
３
６
・
７
７
８
０

▼
と
き
・
内
容
／
１
月
18
日
㈪
…
う

つ
病
に
つ
い
て
・
25
日
㈪
…
ひ
き
こ

も
り
に
つ
い
て
、
２
月
１
日
㈪
…
精

神
疾
患
を
も
つ
人
と
の
付
き
合
い
方

に
つ
い
て　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜

９
時　

▼
と
こ
ろ
／
焼
津
市
総
合
福

祉
会
館　

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
定 

員
／
１
０
０
人
（
申
込
順
）　

▼
申

し
込
み
／
電
話
で
（福）
高こ

う

風ふ
う

会か
い

暁あ
か
つ
きへ

☎
６
２
０
・
９
２
０
２

▼
と
き
／
１
月
17
日
㈰　

午
前
の 

部
…
午
前
10
時
〜
、
午
後
の
部
…
午

後
１
時
〜　

▼
と
こ
ろ
／
大
旅
籠
柏

屋
中
庭　

▼
内
容
／
七
福
神
岡
部
会

デ
ビ
ュ
ー
、
大
道
芸
、
和
太
鼓
演
奏

な
ど　

▼
入
場
料
／
無
料　

※
申
込

不
要

※
先
着
１
０
０
人
に
甘
酒
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

問
大
旅
籠
柏
屋☎

６
６
７
・
０
０
１
８

新春チャリティーコンサート

とき／１月24日㈰午後３時開演（午後２時30分開場）、午後５時終演予定
ところ／市民会館
内容／浜松ウインドオーケストラを迎え、市内の中学校・高校の吹奏楽部
によるクラシックコンサート

入場料／無料　※全席自由　
問市民会館　☎643･3931

平成21年分　住宅借入金等特別控除説明会
問藤枝税務署　☎641･0683

郷土博物館・文学館の催し
問郷土博物館・文学館　☎645･1100

対象／平成21年中に住宅を新築、購入または（特定）増改築を行
い、入居した人で、返済期間が10年以上の住宅ローンを利用し
ているサラリーマン
とき／１月27日㈬～ 29日㈮
　午前の部：午前10時～正午、午後の部：午後２時～４時
※説明を聞きながら、ご自身で申告書などを作成していただき
ます。必ず開始時間までにお越しください。

ところ／焼津市文化センター 小ホール　※申込不要
持ち物／平成21年分給与所得の源泉徴収票、住民票の写し、法務
局発行の家屋の登記事項証明書、工事請負契約書または家屋の
売買契約書の写し（住宅とともに敷地も取得した場合は、法務
局発行の土地の登記事項証明書。売買契約書も必要な場合があ
ります）、住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書、印鑑、
筆記用具、電卓、金融機関の預金口座番号（申告者名義）の分
かるもの
※増改築の場合は、建築確認済証や検査済証の写し、または増改
築等工事証明書が必要です。詳しくは、お問い合わせください。

唱歌でつづる藤枝の歳時記～正月編～
とき／１月17日㈰午後２時～３時
ところ／文学館・講座学習室
定員／ 60人（先着順）　参加料／無料
※申込不要

旧東海道沿いの巨樹・古木めぐりウオーキング
とき／２月７日㈰午前９時30分～午後３時　
※雨天中止　
集合場所／蓮華寺池公園第２駐車場（西高跡地
体育館前）
コース／白

しら

髭
ひげ

神社→須
す

賀
が

神社→若
にゃく

一
いち

王
おう

子
じ

神社→
鬼
き

岩
がん

寺
じ

→大慶寺→正定寺（約10キロメートル）
定員／ 30人（申込順）
参加料／ 500円（別途路線バス料金260円）
持ち物／昼食、飲み物、防寒具など
申し込み／１月15日㈮から、電話で郷土博物館へ

瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く

臨
時
休
館

看
護
師
な
ど
の

再
就
業
準
備
講
習
会

演
劇

ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
ク
ル
ー
ソ
ー

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

講座№ 講座名 講習内容 対象 とき 受講料

１ 実用エクセル エクセルの基本操作。表やグラフ作成の
基礎。関数やデータベース機能の管理。

パソコンの基本
操作のできる人

２月４日㈭・８日㈪・18日㈭・22日㈪・
25日㈭、３月１日㈪・４日㈭・８日㈪
午後６時30分～９時（初回は８時まで）

4,800円
（全８回）

２ 演習エクセル エクセルの実践力アップ。
エクセルの基礎
知識があり、操
作のできる人

３月11日㈭・18日㈭・25日㈭
午後７時～９時

1,600円
（全３回）

３ 再就職のための
パソコン講座

ワードの基本操作やイラストの挿入、
表作成、エクセルの基本操作。就業支
援のための応募書類の作成。

再就職を希望す
る、パソコンの
基本操作のでき
る中高年の人

２月５日㈮・９日㈫・16日㈫・19日㈮・
23日㈫・26日㈮、３月２日㈫・５日㈮
午後５時～８時

6,200円
（全８回）

４
シニアパソコン
アドバイザー
養成講座

初心者にパソコン操作を指導するアド
バイザーとしての基本技術。レッスン
プラン、教材作成などの基本知識。

おおむね60歳以 
上で、普段パソ
コンを活用して
いる人

３月９日㈫・12日㈮・16日㈫・19日㈮・
23日㈫・26日㈮
午後５時～８時

4,800円
（全６回）



【蔵元の杉
す ぎ

玉
だ ま

】	 （各蔵元）
杉玉とは、スギの葉を集めて、ボール
状にした造形物。別名、酒

さ け

林
はやし

とも。

新
酒
の
誕
生
を
知
ら
せ
る

【元・西北駐在所】	 （西方）
昭和40年代までは、駐在さんが暮ら
していたという昭和10年代の建物。

葉
梨
西
北
の
安
心
の
砦と

り
で

跡

【トンガリ屋根の家】	 （藤枝五）
３階の屋根は、神戸にある異人館のよ
うに、うろこ形の鉄板製。

茶
の
輸
出
草
創
期
を
知
る

【駿
すん

岡
こう

社
しゃ

旧工場】	 （岡部町内谷）
平成13年3月までの80年以上、岡部
唯一の製茶再製工場として活躍。

岡
部
茶
の
た
め
に
駆
け
る

【須賀神社のクス】	 （水守）
県指定天然記念物。根廻15.2ｍ、樹
高23.7ｍ。県下有数の大木。

見
守
り
続
け
て
５
０
０
年

【岡野醤
しょう

油
ゆ

店】	 （高洲）
「ヤマゲン」の屋号で、今も醤油を出
荷する市内で唯一のお醤油屋さん。

醤
油
の
味
と
香
り
を
紡
ぐ

【米
こめ

半
はん

さん】	 （藤枝二）
かつての藤枝宿のたたずまいを残す格
子戸は、風情たっぷり。

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ

歴史と文化と自然が豊かなま
ち・藤枝には、多くの財産があ
ります。街中をゆっくり歩いて
みると、気づくはずです。普段、
何気なく見ている景色に、さま
ざまな歴史が息づいていること
に…。
そんな１コマを切り取ってみる
と、街角が博物館になります。

　

高
洲
南
小
学
校
近
く
、
旧
田
沼
街
道
脇

の
し
っ
か
り
し
た
伊
豆
石
の
壁
は
、
百
年

以
上
前
に
築
か
れ
た
醤し

ょ
う

油ゆ

製
造
工
場
の
も

の
。
岡
野
醤
油
店
で
は
、
今
も
火
入
れ
は
、

店
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

焼
津
信
用
金
庫
・
藤
枝
上
支
店
横
の
通

称
・
木
町
通
り
沿
い
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
格
子
戸
の
あ
る
家
。
地
域
の
人
た
ち
は
、

親
し
み
を
込
め
て
「
米こ

め

半は
ん

さ
ん
」
と
呼
び

ま
す
。
古
く
か
ら
、
味み

噌そ

や
麹こ

う
じ

を
扱
う
大

塚
家
の
建
物
で
す
。

　

岡
部
地
区
の
お
茶
を
製
品
化
し
て
き
た

駿す
ん

岡こ
う

社し
ゃ

の
旧
工
場
は
、
岡
部
の
旧
東
海
道

沿
い
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
15
年
こ
ろ
に
建

て
ら
れ
た
そ
の
外
観
は
、
洋
風
で
す
。

　

水
守
の
旧
道
沿
い
に
あ
る
須
賀
神
社
。

そ
こ
に
は
樹
齢
５
０
０
年
と
い
う
ク
ス
の

大
木
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
神
々
し
く
雄
大

な
姿
は
、
藤
枝
の
歴
史
の
生
き
証
人
で
す
。

　

西
北
駐
在
所
だ
っ
た
建
物
は
、
Ｊ
Ａ
大

井
川
・
葉
梨
支
店
近
く
の
道
路
沿
い
に
、

ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
ま
す
。
近
所
の
人

の
話
で
は
、
道
路
の
向
か
い
側
に
あ
っ
た

昭
和
10
年
代
に
建
築
さ
れ
た
消
防
団
の
詰

所
を
移
築
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

蓮
華
寺
池
公
園
近
く
の
ト
ン
ガ
リ
屋
根

の
３
階
建
て
の
洋
風
建
築
。
明
治
時
代
に

藤
枝
茶
が
清
水
港
か
ら
各
地
に
輸
出
さ
れ

て
い
た
当
時
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
藤
枝
製
茶
貿
易
会
社
の
建
物
で
す
。

　

暮
れ
か
ら
新
年
に
か
け
て
、
新
し
い
年

を
寿こ

と
ほ

ぐ
よ
う
に
新
酒
が
出
荷
さ
れ
ま
す
。

市
内
に
あ
る
４
つ
の
蔵
元
の
軒
先
に
は
、

そ
れ
を
知
ら
せ
る
真
新
し
い
杉
玉
が
つ
る

さ
れ
ま
す
。

　

故ふ
る

き
を
温た

ず

ね
て
新
し
き
を
知
る
。
藤
枝

の
ま
ち
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

藤
枝
温お

ん

故こ

知ち

新し
ん

街
角
は

物
博

館

「元気なまち藤枝づくり」第２章
　平成22年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し
上げます。
　早いもので、合併して新しい藤枝市が誕生し、一年が経
過いたしました。この間、一体感の醸成のために、さまざ
まな取り組みを行ってきました。私自身も、機会を見つけ、
岡部地区での催しに、自ら足を運び、みなさんとひざを交
えて、お話ししてきました。その中で、あらためて、岡部地
区が持っている個性や特色を肌で感じることができました。
　こうした各地区が持っている個性や特色は、まさに本市
の財産であり、大きな活力の源です。現在、平成23年度
から10年間の本市の進む方向を明示した、新しい総合計
画づくりを進めています。この計画には、市内各地区の個
性や特色を活かし、市民のみなさんはもちろん、市外のみ
なさんにも、全国に誇れる元気なまち藤枝を実感していた
だけるような内容を盛り込むつもりです。今後の藤枝市に、
大いに注目していただきたいと思っております。
　さて、私は、市長就任以来、「元気なまち藤枝」の実現
に向け、「子どもたちが輝くまち」「誰もが安心して暮らせ
るまち」「皆で協力し合うまち」「誇りと元気のあるまち」
という４つの基本方針のもと、市政経営に取り組んでまい
りました。その成果は着実にあがってきていると思います。
本年は、さらに「活力と独自性のある藤枝の実現」「大交
流時代にふさわしい藤枝の実現」に向け、市民のみなさん
が「やさしさ」と「明るさ」を実感できる施策を展開して
まいります。厳しい財政状況の中ではありますが、本市な
らではの藤枝型ＮＰＭ（新公共経営）のもと、本市に必要
なものをしっかり選択し、私自身、本年も、持てる力を傾
注し、精一杯、汗を流してまいります。市民のみなさんの
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

藤枝市長　北 村 正 平
　

平成22年　新春

広報ふじえだ　平成22年１月５日号11 10
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シドニー
ペンリス市

これから、ますます盛んな交流に向けて

ペンリス市って、こんなところ
問企画政策課　内線314

　オーストラリア・ニューサウスウェールズ州の都市。シドニーから西へ約55キロメー
トルに位置する（成田空港からシドニー空港まで飛行機で９時間30分）。人口は約17万
２千人。面積約407平方キロメートル（藤枝市の約2.8倍）。
　日本との時差は約１時間。市全域が平野で、冬季でも３℃～ 17℃と暖かく、１年を
通じて降水量は少ない。農業が盛んで、酪農、トウモロコシ、果樹、牧草などの飼料作
物が栽培されている。市西部を南北に流れるネピアン川は、市民の憩いの場となってい
る。このネピアン川は、2000年９月に開催されたシドニーオリンピックの漕

そう

艇
てい

会場。

　ペンリス市と友好都市提携を結んでから、昨
年で25周年。締結は、1984年（昭和59年）11月
３日、藤枝市制30周年記念式典で行われました。
　これまで、高校生の相互交流や、スポーツ交
流（サッカー、ソフトボールなど）など、主に
文化交流が盛んに行われてきました。
　友好都市提携25周年は、ペンリス市の市制
50周年と重なり、ペンリス市では、記念式典が
行われました。その式典には、北村市長をはじ
め、内藤議長や市国際友好協会のメンバーも参
加。式典では、訪問団による日本の伝統芸能の
披露や、市内で活躍するみなさんの活動紹介な
どが行われました。

▲近代的なペンリス市役所の庁舎

▲藤枝市内のダンスグループによる発表

▲ペンリス市長と今後の友好を確認 ▲提携25周年を祝い、記念の植樹

▲ジャカランダの木がいたるところに

▲観光客に人気のネピアン川の遊覧船 ▲ネピアン川はオリンピックの漕艇会場に ▲近郊には世界遺産のブルーマウンテンズも

【ペンリス市の概要】

友好都市提携が
25周年を迎えました

▲

和
服
を
体
験
す
る
ペ
ン
リ
ス
の
子
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